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活動報告[Activity Report] 
※活動内容が判る様な写真や図表を加えて下さい。／ Provide photos, tables and figures that clearly show the activities during the period. 

タイトル[Course Title] One Health Ally Course (Submodule 4): "Surveillance offoodborne disease in Mongolia
AY2022)" 

実施期間[Periods] 2022年10月 5~14日

共同実施者
Young Tuan Phong, Makoto Ukita, Suwanthada Pondpan, Takashi Hoshiki 

[Other participants] 

言語[Language] English 

実施場所[Location]
Ulaanbaatar, Mongolia 

申請時計画の実施報告[Repo1t how you carried out your plan in the application form] 

計画したすべてのスケジュ ールは滞りなく行われた。詳細を以下に記述する。
Research activities 
Abstracし薬剤耐性は公衆衛生上の喫緊の課題である。1980年代以降、人医療の現場において不適切な

抗生物質の使用が行われ、病院内を中心に薬剤耐性菌が増加した。先進国における主な死因が感染症か
ら非感染症（腫瘍や加齢疾患）へとシフトしていくことで、新規抗生物質の開発は減少している。動物
の薬剤耐性菌は獣医療分野の治療効果を減弱させるだけではなく、畜産物を介してあるいは直接触れ合
うことによって人に感染する可能性もある。現在の薬剤耐性菌の発生割合が現在のペースで増加し、何
も対策を取らなかった場合、2050年には全世界で約1000万人の死亡が推定され、薬剤耐性菌がいなかっ
た場合と比較してOECD諸国全体で約3兆米ドルの損失が生じると推計されている。この死者数は現在の
腫瘍による死者数を超えている。WHOは世界規模での薬剤耐性への取り組みを唱えており、2015年の世
界保健総会では「薬剤耐性に関するグロ ーバル ・ アクション ・ プラン」が採択された。同プランでは、
加盟国に2年以内の自国の行動計画策定を求めた。モンゴル政府はMultisenctoral national action olan on 
antimicrobial resistanceを策定しており、特に人医療の領域においては薬剤耐性問題に着実に取り組む姿勢
を見せており、ある程度の評価がなされている。その一方で、veterinary sector, food sector, environment 
sectorの対応はほとんどその取り組む能力がないと評価されている。実際、家畜において、どのような薬
剤耐性菌が認められ、どれほどの頻度・割合で認められるのかについてのデータやそのデータを蓄稼す
るcapacityがなく、獣医療領域において薬剤耐性菌の調査や研究を行う能力が乏しい。堀内先生らの研究
により、すでに家禽の薬剤耐性カンヒ

°

ロバクターと犬の薬剤耐性大腸菌がモンゴル国内で発見されてい
る。しかし、先述の通り、ほかの家畜（特に、モンゴルにおける5大家畜であるヒッジ、ヤギ、ウシ、ウ








